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告では、 3 教授とも「合格」と判定され、山手を含め 4 審査員が全員一致して「合格」と判断してい
る。
　本論文は、序章において住民参加活動の現状を概観した後に調査研究の目的・枠組・対象・方法を
説明している。住民参加活動の重層化、多様化を考慮し、市町村圏域および日常生活圏域を中心に、
住民の生活と健康に関する活動に注目している。
　第Ⅰ章においては、住民参加の歴史、国の法規や自治体の条例・指針など制度・政策上の整備状況、
阪神・淡路大震災被害者救援ボランティア活動、高齢者夫婦世帯や単身高齢者の増加など地域保健福
祉問題に対応する住民参加型サービスの拡充など、重層的・多面的に展開している住民参加に関する
動向を明らかにしている。さらに、自治体計画における住民参加の現状を検討し、住民参加の概念、
構成要素、要件などがまだ明確化されておらず、住民が主体者として参加する条件を具体的に明示す
る必要がある、と提言している。
　第Ⅱ章においては、新潟県の住民参加の現状と特徴を明らかにするために、特に重用と考えられる
NPO 法人の実態分析、新潟市のコミュニティ協議会・自治協議会の動向調査の結果がまとめられて
いる。それによって、住民活動の将来を担う若い後継者が育っていない「存続上の人的問題」が明ら
かにされているなど、重要な知見が得られている。この問題は、全国の「住民参加型在宅サービス団
体」の調査結果でも指摘されている。
　第Ⅲ章においては、特に注目すべき日常生活圏域を中心にした住民参加活動事例として、新潟市西
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区 NPO コミュニティバスを通す会、同市北区すこやか・あんしん・支えあいプラン（北区地域福祉
計画・地域福祉活動計画）策定過程における住民活動、長岡市内の震災山村集落復興過程における住
民参加活動、「地域の茶の間・サロン」活動への住民参加とその結果、 3 地域の自治会活動と住民意
識の比較などを調査対象とし、調査内容に応じ、参与観察・聴取調査と記録文書等調査など質的調査
研究法、および質問紙調査による量的調査研究法を組み合せて使用して、総合的に調査している。調
査対象が多いため、ひとつひとつの調査については不充分な点が指摘されているが、全体的に見ると
新潟における「草の根」の多様な住民参加活動の現状が具体的に報告されており、地域福祉活動（コ
ミュニティ・ソーシャルワークあるいはコミュニティ・オーガナイゼイション活動）の実践にとって
参考になると評価されている。地域保健活動の実践者にとっても、同様に参考になるであろう。
　第Ⅳ章においては、地域保健と地域福祉の統合が推進されている現状の下で、住民が主体的に地域
保健福祉活動を推進する方策を、前章までの調査研究の成果に基づいて、理論化している。それに
よって、住民が日常生活圏において主体的に保健福祉活動を推進しながら基礎自治体の保健福祉計画
の策定・実施過程に参加する筋道が明らかにされている。
　本論文は、多様化・重層化・複雑化しながら進展している地域保健福祉にかかわる住民参加活動の
全体的関連を明らかにし、そのなかで特に重要な日常生活圏における住民参加活動の実践事例を調査
研究し、それに基づいて実践的理論を構築した論文として高く評価され、博士論文に価すると判定さ
れた。
　ただし、まだ若干の修正を要する点が残っていると指摘されており、さらに修正・推敲し保存論文
を提出することを求める。
